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　　　　　　　　　　　　　　　　　 要 　約

　平和教育の概念は二つの層に分けてとらえられる.一 つは 「戦争反対!」 のようなス

ローガンに代表 される戦争の回避 ・防止に関わる教育である.も う一つは 「平和での ど

かな風景だ」 というような状況が,人 間の存在を脅かす他の何 もの もなく,そ の状況の

構成要因が,あ るべ き姿を保っているかどうかの検証の教育である.具 体的には政治 ・

経済 ・社会 ・環境等が人間の幸せを希求するような教育である.後 者は前者の背景をな

している.

　本論は以上のような前提の下,長 崎大学 ・琉球大学 ・鹿児島大学のシラバス等か ら,

鹿児島大学での平和教育の実態を検討 し問題点を指摘 した.ま た鹿児島県での平和教育

の取 り組みを二つの例をあげて検討 し問題点を指摘 した.次 に論者が国語科教育学を専

門とするので,国 語科教科書に出て くる 「一つの花」「石 うすの歌」の平和教材 として

の妥当性の検討 と問題点の指摘を行ったものである.
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　　　　　　　　　　　　　　　　　 は じめに

　三大学連携事業の第一回の会合の時,論 者は 「平和教育 ・国際理解」部会に所属する

ことになった.時 あたかも小泉首相の靖国神社参拝に対 し,中 国 ・韓国が強い抗議の意

を示 していた.A級 戦犯が まつられているにせよ,第 二次世界大戦で尊い命を失 った

方々の霊が まつ られている靖国神社への参拝について,小 泉首相は次のように言ってい

る 「第二次世界大戦で尊い命を失われた多 くの方の慰霊 と平和への祈 りと不戦の誓いを

するためにきた」.こ のことばと中国 ・韓国の怒 りとのギャップは,論 者の理解 を超え

たものであった.A級 戦犯がまつ られているせいばかりではなさそうである.そ うい う

ことも,こ の部会へ入った理由である.

　 とうてい短期間に鹿児島における平和教育をまとめることはで きないことは,自 明の

ことである.本 論は現在入手できる資料の検討を通 して問題点をとらえ,あ わせて論者

自身の平和教育への視座を得ることを目的 とする第一歩 となるもの と考えている.
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1.平 和 の概 念

「戦争 と平和」 とい うように相対立す る概念で とらえた日寺,平 和 は(人 の殺 し合いの な

い状態)と い う狭義 の意味 になる.こ れに対 し(戦 争 の生成の発端 ・原 因等 の因果律 を

構成す る要素 になる政治 ・経済 ・社会 ・環境等が,そ れぞれ人 間の存在 に好 ま しい もの

として機能 している状態)と い う広義 の意味で とらえるこ とがで きる.こ の二つ を総称

して 「平和」 としたい.
一般 には 「人 間性」 とい う語 は

,人 間の持つす ば らしさの発現の よ うな理解の され方

が あ る.例 えば 「読書 と豊 か な人 間性」 「人間性 を高 めるため に」 とい う使用例 か ら,

その ことが理解 で きよう.し か しなが ら戦争で人 を殺 し合 うこ とも人 間性 の現 れで ある.

す る と人 間性 とい う語 にはプラス とマイナスの意味が あ り,よ り正確 に使用す る時 は,

それぞれ限定句 をつけ る必要 があ る.そ れ と同 じように 「平和」の語 に も,「 平和 を取

りもどす ために戦 うのだ」と一方が言えば,相 手方 も 「平和 を維持す るために戦 うのだ」

と言 うような ことも,昨 今 の報道番組 か ら流 れている.お 互い の希求す る平和のあ り方

が社会性,具 体 的には国民性 ・文化性等 によって異 なっているこ とに気づか され る.後

述す る ように人 の認識 の順序 に も,社 会性 ・文化性 ・国民性 によって違 いが あるので は

なかろ うか.

以上 の ような ことをふ まえた上 で 「平和」 の語 を使用 したい.

2.長 崎 大 ・琉 球 大 ・鹿 児 島大 に よ る平 和 教 育 へ の 取 り組 み

長崎 大学で の平和教 育(以 下 は 「長崎大 学の平和教育 の概 要」《舟越耿 一》 によって

いる)の 取 り組 みは次 の ようになっている.

① 長崎大学 の 『長崎大学 ・大学改革案－ 長崎大学が21世 紀 に目指す もの－ 』の 中で,

「平和 についての教育」 を 「全学教育 の中に も組 み込 み,充 実 を図ってい くこ と」 と

明記 している.

②83年 か ら続 いている 「平和講座 」 の取 り組 み

③ 一年生 の必修 として教養特別講義3コ ースが 開設 され,全15回 の うち3回 が 「平和」

にあて られている.

④ 教育学部 では情報文化教育課程 で 「平和学」が,3年 生の必修 とされる2004年 度か

ら 「平和 と文化共生 に関す る教育研究 セ ンター」が 開設 され た.学 校教育教員養成課

程 で 「平和 ・多文化教育論」 の授業が始 まる.

⑤ 教育学部 の平和 関連授業 としては他 に,「 総合演習」 の中で 「国際理解演習」 「平和

多文化教育演習」 のコースが ある.

⑥ 全学教育 では 「平和講座 」 をベ ースに して,教 養特別講義 の 「平和」が ある.そ の

上 に,教 育学部 では情報文化教育課程 に 「平和学」,学 校教育教員養成課程 に 「平和 ・

多文化教育論」 と 「総合演習」が重 なる構造 になっている.

その他,特 徴 的な こととして次 の ようなこ とが あげ られる.

・平和講座 一学部 を越 えて教員が結集 し,オ ムニバ ス形式で授業 を担当す る.
・平和学 一エクスポージ ャー(Exposure) ,す なわち 「現場 に行 って五感 で学ぶ」 とい う

手法 に もとつ いて レポー トを作成 し発表す る とい う形態 を とっている.

・「平和 ・多文化教育論」 で韓 国の大学 との交流授業 ,「 平和多文化教育演習」で はエ ク

スポージ ャーを中心 に した授業 を行 う.
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琉球大学での平和教育への取 り組みは下記のようになっている(シ ラバスより).
・共通教育 「沖縄の基地 と戦跡I」 の授業の趣旨は,沖 縄の基地や沖縄戦の具体像をと

おして平和 を考える.
・「沖縄の基地 と戦跡II」 の授業の趣旨は,沖 縄の基地や沖縄戦の具体像をとお して平

和を考え,基 地 と戦跡を具体的に案内で きる力を養 うとある.
・共通教育 「戦争 と平和の諸問題」の授業内容は,「戦争 を防ぎ,平 和 を達成するには

どのようにすれば良いのか?」 という問題意識に基づ き,広 く戦争 と平和に関する諸

問題を扱 う.さ まざまな角度から21世紀国際社会に平和を定着させる方法を考える.
・共通教育 「核の科学」の授業内容は,核 問題を中心 とした総合的な平和教育である.

複数の教官が担当する.達 成 目標 に,「戦争」 に対置 される 「平和」の課題のみなら

ず,人 権 ・開発 ・南北問題,い わゆる構造的暴力をもたらす とされる諸問題,地 球環

境問題等 も広義の 「平和」の課題 として取 り入れるという記述が見 られる.

教育学部では 「平和 と地域 ・総合演習XVI」 で,① 沖縄戦に関する歴史認識 ・事実認

識を深めていただき,最低限必要な沖縄戦認識を構築 していただ く.② そのうえで,「沖

縄戦を子 どもたちとどう学びあえるのか」 とい うテーマで,教 室ではなく,校 外学習の

オリジナルプログラムをつ くっていただく,と いう目標で設けられている(長 崎大学 ・

琉球大学共に2000年 以降の資料から抜粋 した).

両大学の平和教育の特徴は,そ れぞれ地域が教材 となっていること(被 爆地 ・上陸作

戦)が あげられる.ま た,エ クスポージャー,フ ィール ドワークを取 り入れていること

が 目につく.

長崎大学では,全 学でする平和教育が,長 崎大学生の 「教養」 として位置づけられて

いることに特色がある.長 崎大学の理念の中に,「豊かな心 を育み,地 球の平和 を支え

る科学を創造することによって,社 会の調和的発展に貢献する」 とうたわれている.こ

れらのことから,長 崎大学全体での取 り組みがなされていると推察で きる.

琉球大学の特色 としては,戦 地(上 陸作戦の)で あったことや 核の問題が中核 として

あ り,背 景的な要因は割合 として,そ う多 くない取 り上げ方であることがあげられる.

次に鹿児島大学での平和教育の取 り上げ方を見てみることにする.

共通教育の教養科 目に 「平和学」がある.そ の内容は,長 崎 ・広島に対する原爆投下

と,戦 後の被爆者の問題を取 り上げて,日 米双方の歴史認識のあり方や,戦 後の対応の

変遷を多角的に取 り上げていくものである.こ れ以外では,広 義の 「平和教育」の範疇

に入ると思われる,「 フランスにおける日本のイメージ」「国際異文化交流」「国際交流

のすすめ」「国際関係論」「日中交流史I・II」 が,共 通教育科目としてある.

鹿児島大学における平和教育は,上 述の二大学に比べて,広 義の意味での 「平和」に

関わる講義科 目が多いのが特徴であり,平 和教育に関わる科目を必修科目としていない

ことも特記 される.

3.鹿 児 島県教職員組合 発行 「鹿児 島の教育 」によ る 「平 和教育 」の実践 の変

遷 と問題点

これは毎年秋に開催 される教育研究集会分科会(26)の まとめである.そ の中に 「平

和 と民族の教育」という分科会があ り,そ の中で平和教育への取 り組みが記されている.

今回,既 発行の全てを入手できずに,そ の平和教育の中身を分析で きなかったが,稿 を
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改めて他 日を期 したい.た だし,1986年 の第36集 に,平 和教育資料回収命令が出された

り,被 爆体験談阻止事件があったことが記されている.今 か ら20年前のことである.当

時の状況 と現在 とではかなり異なっていることが,次 の平和教育の実践でわかる.

4.附 属小学校 ・代用附属小学校 での平和教育の実践

2005年11月29日 に南 日本新聞に,附 属小学校で空爆体」験者 を招いた社会科の授業が

あったことが掲載された.授 業のねらいは,戦 争の現実を知 り,平 和や今後の生 き方を

考えて欲 しいということで,生 の声に触れた児童は,想 像以上の悲惨さに衝撃 を受けた

とある.新 聞記事以外の資料を入手できず,こ れ以上のことを知ることはで きないが,

いわゆる平和教育が行われたことは,多 分画期的なことではなかったろうか.

また同年12月2日 には,代 用附属である田上小学校6年1組 で,「長 く続いた戦争 と

人々の くらし」 という単元で,社 会科の授業がなされた.目 標は,戦 争中の田上の様子

を,新 聞記事や爆弾投下位置図などの資料をもとに考え,戦 争に対する自分なりの考え

を深めることができるというものであった.田 上校区(中 園地区)に 投下された爆弾の

詳細な被弾図や戦時中の証言の新聞記事が,資 料 として児童に渡されている.

20年前はタブーに近い扱いを受けていた平和教育は,社 会科 という教科の中で,で き

るようになったという世相の変化に注目したい.

5.小 学校 国語科文 学作品教材 「一・つの花 」「石 うす の歌 」(光 村本)の 平和教

材 としての検討

「一つの花」については,「 この作品は戦争を真正面か ら描かないで～中略～両親への

情愛 と平和への願いをうたっている」(「文学重要教材の授業展開」(1982・ 明治図書)

と,平 和教材 として取 り上げている.「石 うすの歌」 も同様 に取 り上げられている.一

般的に平和教材は戦争を契機にしておこるできごとを通 して,子 どもたちに平和の尊さ

を考えさせるものとされる.と ころが,こ の二つの作品で,被 害者は日本人である.こ

の作品を読んで戦争は残酷だとか,平 和の尊 さとかの感想が出てくるのはおか しい.例

えば愛する人が,全 く非のない交通事故で死んだとしよう.す ると被害者の側であれば,

加害者の人間性や落ち度への糾弾に意識が向くのが,順 当な認識の順序であって,そ れ

らが日寺間的な経過にしたがって昇華 していった結果が,交 通事故絶滅等になるはずであ

る.加 害者はいるのだが,そ の部分が欠落 してしまい一足 とびに 「戦争のむごさ」に結

びついてしまっている.そ のようなキャッチフレーズ的なとらえ方は,人 類共通の平和

への希求 とはかけ離れたものになり,「平和教育」にはなり得ないのではなかろうか.

加害者でもあり被害者でもあるという両面を描いた文学作品の発掘 と創作を期待 した

い.


